
社
会
福
祉
士
を
目
指
せ
る
学
校

精
神
保
健
福
祉
士
を
目
指
せ
る
学
校
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SKILLS&CAREER-UP

認
定
社
会
福
祉
士
・
認
定
上
級
社
会
福
祉
士
の
認
定
を
受
け
る
に
は
？

認
定
社
会
福
祉
士
の
認
定
申
請
の
た
め
に
は
次
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定
上
級
社
会
福
祉
士
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
認
定
社
会
福
祉
士
で
あ
る

ほ
か
、
定
め
ら
れ
た
実
績
が
あ
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 認
定
社
会
福
祉
士
（
更
新
制
）

役
割
・
活
動

スー
パー

ビジ
ョン

所
属
組
織
を
中
心
と

し
た
活
動

お
こ
な
う（
5
単
位
）

実
践
経
験
目
標

・
所
属
組
織
で
の
サ
ー
ビ
ス
管
理

・
地
域
で
の
連
携
・
ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｷ
ﾝｸ
ﾞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
の
実
践

・
共
通
専
門
研
修

・
分
野
専
門
研
修

・
特
定
領
域
の
研
究
　
等

社
会
福
祉
士

役
割
・
活
動

スー
パー

ビジ
ョン

職
場
配
属

受
け
る
（
10
単
位
）

実
践
経
験
目
標

個
別
支
援
を
中
心
と
し
た
実
践

・
共
通
専
門
研
修

・
分
野
専
門
研
修

認
定
上
級
社
会
福
祉
士
（
更
新
制
）

役
割
・
活
動

地
域
に
広
が
る
活
動

スー
パー

ビジ
ョン

受
け
る
・
お
こ
な
う

５
年
以
上
の
相
談
援
助
実
務
経
験

❶
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
定
め
る
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
こ
と

❷
　
日
本
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
職
能
団
体
で
倫
理
綱
領
と
懲
戒
の
権
能
を
有
す
る
団
体
の
正
会
員
で
あ
る
こ
と
（
日
本
社
会
福
祉
士
会
の
正
会
員
、
日
本
医

　
　
療
社
会
福
祉
協
会
が
該
当
し
ま
す
。）

❸
　
社
会
福
祉
士
資
格
取
得
後
、
相
談
援
助
実
務
経
験
が
５
年
以
上
、
そ
の
う
ち
申
請
す
る
分
野
で
の
相
談
援
助
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
る
こ
と
（
相
談
援
助
実
務
と
は
、

　
　
原
則
と
し
て
昭
和
63
年
社
庶
第
29
号
別
添
1
に
定
め
る
施
設
に
お
け
る
業
務
の
範
囲
と
な
り
ま
す
。）

❹
　
別
に
例
示
す
る
実
務
経
験
　
 が
あ
る
こ
と
（
個
別
レ
ベ
ル
、組
織
レ
ベ
ル
、地
域
レ
ベ
ル
の
３
つ
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
「
経
験
目
標
」
が
定
め
ら
れ
ま
す
。）

❺
　
認
め
ら
れ
た
機
関
で
の
研
修
　
 を
受
講
し
て
い
る
こ
と

認
定
社
会
福
祉
士
制
度
に
お
け
る
実
践
力
養
成
の
３
つ
の
柱

１
．
実
務
経
験
目
標

２
．
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

３
．
研
　
　
　
　
　
　
修

実
務
に
お
い
て
経
験
す
べ
き
事
項
を
明
示
し
、
実
務
経
験
を
標
準
化
す
る
こ
と
で
実
践
力
を
向
上
さ
せ
る

❶
 定
期
的
な
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
、
実
践
力
を
育
成
す
る
（
認
定
社
会
福
祉
士
）。

❷
 ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
対
し
て
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
行
い
、
指
導
力
・
説
明
力
を
向
上
さ
せ
る
（
認
定
上
級
社
会
福
祉
士
）。

❶
 養
成
課
程
で
は
学
ん
で
い
な
い
専
門
的
な
知
識
等
を
修
得
す
る
（
認
定
社
会
福
祉
士
）

❷
 実
践
課
題
に
応
じ
た
知
識
の
習
得
と
実
践
研
究
等
を
通
じ
、
専
門
的
知
識
の
統
合
・
運
用
を
可
能
に
す
る
（
認
定
上
級
社
会
福
祉
士
）

＊
１ ＊２

＊２
認
め
ら
れ
た
機
関
で
の
研
修

区
　
　
分

科
目
群

共
通
専
門
科
目

１
０
単
位

分
野
専
門
科
目

１
０
単
位

●
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
理
論
系
科
目
群
（
2
単
位
以
上
）

●
 権
利
擁
護
・
法
学
系
科
目
群
（
2
単
位
以
上
）

●
 サ
ー
ビ
ス
管
理
・
人
材
育
成
・
経
営
系
科
目
群
（
2
単
位
以
上
）

●
 地
域
福
祉
・
政
策
系
科
目
群
（
1
単
位
以
上
）

●
 実
践
評
価
・
実
践
研
究
系
科
目
群
（
1
単
位
以
上
）

取
得
し
よ
う
と
す
る
分
野
（
高
齢
分
野
/
障
害
分
野
/
児
童
・
家
庭
分
野
/
医
療
分

野
/地
域
社
会
・
多
文
化
分
野
）
か
ら
下
記
の
科
目
を
履
修
す
る
。

●
 分
野
に
お
け
る
制
度
等
の
動
向
（
1
単
位
）

●
 理
論
・
ア
プ
ロ
ー
チ
別
科
目
（
1
単
位
以
上
）

●
 対
象
者
別
科
目
（
1
単
位
以
上
）

●
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
別
科
目
群
の
科
目
（
1
単
位
以
上
）

＊
１
例
示
す
る
実
務
経
験
（
個
別
レ
ベ
ル
）

相
談
援
助
の
開
始
に
か
か
わ
る
業
務

理
論
・
モ
デ
ル
に
も
と
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
も
と
づ
く
目
標
設
定
と
計
画
の
立
案

サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
・
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
に

よ
る
検
討
及
び
調
整
並
び
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

計
画
に
基
づ
く
支
援
の
実
施
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

相
談
援
助
の
終
結
に
か
か
わ
る
業
務

受
講

　
私
は
医
療
機
関
で
働
く
社
会
福
祉
士
で
す
。
認
定

資
格
を
持
つ
他
職
種
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
す
る
事
が
多

く
、
私
も
認
定
制
度
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
今
感

じ
て
い
る
事
は
、
認
定
と
い
う
資
格
が
　
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
と
し
て
同
じ
土
壌
で
や
り
と
り
す
る
た
め
の

パ
ス
ポ
ー
ト
的
な
存
在
で
あ
る
事
。
ま
た
資
格
の
取

得
過
程
で
得
た
も
の
～
新
し
い
知
識
や
理
論
、
仲
間

　
私
は
、
よ
り
熟
練
し
た
相
談
援
助
実
践
者
に
な

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
認
定
社
会
福
祉
士
を

目
指
し
ま
し
た
。
認
定
社
会
福
祉
士
の
取
得
は
私

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
認

定
社
会
福
祉
士
制
度
に
沿
っ
て
研
鑽
す
る
と
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
な
力
量
と
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
力

量
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
習
得
し
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
通
し
て
、
自
己
の
実
践
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
効

SKILLS&CAREER-UP
認
定
制
度
の
し
く
み

研
修
実
施
機
関

●
大
学
院
等
の
教
育
機
関

●
職
能
団
体
の
研
修

●
社
会
福
祉
法
人
の
研
修

●
自
治
体
の
研
修
セ
ン
タ
ー
　
等

認
定
社
会
福
祉
士
認
証
・
認
定
機
構

●
研
修
の
認
証

●
認
定
社
会
福
祉
士
の
認
定
審
査

認
定
社
会
福
祉
士
登
録
機
関

公
益
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
会

認 定 登 録
社
会
福
祉
士

研 修 認 証

研
修
受
講

認
定
審
査

10
年
以
上
の
相
談
援
助
実
務
経
験

社 会 福 祉 士 国 家 試 験 合 格 ・ 登 録 （ 資 格 取 得 ）

STARTSTART

（
認
定
社
会
福
祉
士
取
得
に
必
要
な
科
目
と
単
位
）

研
　
修

研
　
修

定
め
ら
れ
た
実
績

受
け
る
（
5
単
位
）

定
め
ら
れ
た
実
績

・
教
育
実
績

・
研
究
実
績

・
社
会
活
動

果
的
な
方
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
認
定
社
会
福
祉

士
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
良
い
支
援
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

石
飛
勝

島
根
県
出
雲
児
童
相
談
所
／
認
定
社
会
福
祉
士
（
児
童
・
家
庭
分
野
）

と
の
つ
な
が
り
等
が
実
践
に
役
立
っ
て
い
る
事
で
す
。

　
ま
だ
道
半
ば
で
す
か
ら
勉
強
を
重
ね
つ
つ
丁
寧
に
仕
事
と
向
き
合

い
、
そ
の
延
長
と
し
て
の
資
格
更
新
!
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
認
定
制
度
が
、
同
じ
道
を
ゆ
く
仲
間
が
増
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
期
待
し
、
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

佐
伯
ま
ど
か

日
本
医
科
大
学
多
摩
永
山
病
院
／
認
定
社
会
福
祉
士
（
医
療
分
野
）

研
　
修

別添資料２

Ch
eck
！

社
会
福
祉
士
資
格
の
取
得
か
ら
、
認
定
社
会
福
祉
士
、
認
定
上
級
社
会
福
祉
士
へ
の
ス
テ
ッ
プ
　
　
～
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
養
成
体
系
～

認
定
社
会
福
祉
士
認
証
・
認
定
機
構

Ch
ec
k！



社会福祉士・精神保健福祉士の養成教育カリキュラム

社会福祉士養成課程 精神保健福祉士養成課程
【専門８科目】 【専門６科目】

【共通 11科目】

社会調査の基礎
相談援助の基盤と専門職
相談援助の理論と方法
福祉サービスの組織と経営
高齢者に対する支援と介護保険制度
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度
就労支援サービス
更生保護制度

精神疾患とその治療
精神保健の課題と支援
精神保健福祉相談援助の基盤
精神保健福祉の理論と相談援助の展開
精神保健福祉に関する制度とサービス
神障害者の生活支援システム

人体の構造と機能及び疾病
心理学理論と心理的支援
社会理論と社会システム
現代社会と福祉
地域福祉の理論と方法
福祉行財政と福祉計画

社会保障
障害者に対する支援と障害者自立支援制度
低所得者に対する支援と生活保護制度
保健医療サービス
権利擁護と成年後見制度
 

Check！

1,200 時間 1,200 時間

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 専 門 職 別添資料３

２．社会福祉士養成ルート

高校生の方

福祉系･４年制の

福祉系･２〜３年制の
短期大学・専門学校

＋
福祉職として働く！

大学・専門学校
で学ぶ

で学ぶ

１〜２年
養成施設 養成施設

短期

通学課程

通信課程
または ＋

一般（１年以上） （６ヵ⽉以上）

◆実務経験
◆主事養成機関修了
◆児童福祉司等経験

などの要件

社 会 福 祉 士 国 家 試 験 受 験 ・ 合 格

社 会 福 祉 士 資 格 取 得 （ 登 録 ）

で学ぶ

で学ぶ

社会人の方
大卒以上の

Chec
k！

１．
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児童福祉司の任用資格
（児童福祉法第１３条）
○次の各号のいずれかに該当する者のうちから、任用しなければならない。
1.  厚生労働大臣の指定する児童福祉司若しくは児童福祉施設の職員を養成する学校その他の施設を卒
　業し、又は厚生労働大臣の指定する講習会の課程を修了した者
2.  学校教育法に基づく大学又は旧大学令に基づく大学において、心理学、教育学若しくは社会学を専
　修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者であって、厚生労働省令で定める施設に
　おいて１年以上児童その他の者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導その他の援助を行う業務に
　従事したもの
3.  医師
4.  社会福祉士
5.  社会福祉主事として、２年以上児童福祉事業に従事した者
6.  前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると認められる者であって、厚生労働省令で定めるもの

Check
！

養成校等

専門資格

心理学等
専攻

関連資格

社会福祉
主　　事

・児童福祉司養成校卒業
・講習会の受講

・医師
・社 会 福 祉 士
・精神保健福祉士

・大学卒業
・大学院卒業
・外国の大学卒業者

・保健師・助産師（1 年）
・看護師（2 年）
・保育士（2 年）
・教員：（1 ～ 2 年）
・児童指導員（2 年）
※括弧内の年数は必要な実務経験年数

大学で社会福祉主事の指定科目
を３科目以上修めて大学を卒業

指定施設実務経験
1 年

所定の実務経験等
2 ～ 3 年

指定施設
実務経験
1 ～ 2 年

講習会の
受講

児
童
福
祉
司

Check
！


